































































































頂経』 「降三世品」では、金剛手が一切如来の主宰として勧請されたのに対し、 『降三世軌』では金剛手が蒼穹から突如として下り世尊に教令を請うが世尊 金剛手が薬叉ある為に最初は教令を下そう しないなど描かれ方や性格が両者で異なっ いる点を指摘した。




金剛手の教令の実行者であることを求めるのに対し、 『降三世軌』の教 内容は「大我と欲 非難することなかれ。これこそが秘密である
（５）
」と説いている。この教令の内容は、
広義の『理趣経』 大楽思想に通じるものである。『金剛頂経』 「降三世品」と『降三世軌』の「金剛手の大自在天調伏場面」という最も共通した場面において、金剛手の描かれ方は異なっており、 『降三世軌』の教令内容は、
『理趣広経』に近いことを指摘した。
これは、 『降三世軌』が『金剛頂経』 「降三世品」の釈タ





















































































































































































































方法や手段が説かれているが、その代表的修行方法は六波羅蜜である。その内容を検討すると、三十二相・八十種好は、①布施波羅蜜②忍辱波羅蜜③般若波羅蜜④六波羅蜜によって獲得できると説かれている。 と六波 は他の諸波羅蜜を統括する意味を持つも と解すれば、布施波羅蜜と忍辱 によ 二つの伝統があったと思われる。
本研究では、各波羅蜜の実践によって得られる結果を
順次に述べている文献資料を取り扱い、布施波羅蜜と忍辱波羅蜜による相好の獲得 ついて検討し整理をした。
布施波羅蜜による三十二相・八十種好の獲得が説かれ
ている最も早い文献は竺法護訳『大宝積経』第十二巻である。各波羅蜜の対応関係を見 と、布施→相好・持戒→佛土嚴淨・忍辱→梵音響・精進→於衆生・禪思→大神通・智慧→斷衆邪見となっている
（
T
310, 66c ）。
その他、 鳩摩羅什訳『不思議光菩薩所説経』においても、
布施波羅蜜と忍辱波羅蜜が相好と 聲に配当さ ている
（
T
484, 670c ）。
　
次に、忍辱波羅蜜による三十二相・八十種好双方の獲
得が説かれている最も早い文献は、竺法護が二八五年に
訳した『仏説海竜王経』である。
佛語龍王。是謂十善
布施
莊嚴廣大。乃爾此十善行。
以
戒
莊嚴以自具
願
得諸佛法。以
忍
莊嚴
諸相種好成佛
音聲
。以
精進
莊嚴
降伏魔怨
。以佛道法有所
超度
。以
禪
莊嚴
心意所趣而以清淨
。以
智慧
莊嚴
除諸枉見
。
（
T
598, 147c ）
『仏説海竜王経』では、忍辱波羅蜜と相好との相互関係が見られるが、布施波羅蜜の実践によってそれ以外の五波羅蜜を摂するということが記されているのが特徴である。支謙訳『仏説維摩詰経』の中には、如来が菩薩のとき
に行った忍辱波羅蜜の修行によって、その仏国土に生まれる衆生は三十二相で荘厳されるということが説かれている。忍辱波羅蜜と三十二相 の相互関係は見られるが、八十種好は説かれていない。布施→布施・持戒→周滿所願以十善行・忍辱→三十二相・精進→諸徳本善修勤力・禪思→念正・智慧→正導に対応してい
（
T
474, 520a ）。
曇無讖訳『悲華経』では、忍辱波羅蜜による三十二相
および八十種好双方の獲得が説かれて る。
その対応関係を見ると、捨財→調伏衆生・持戒→願得
忍辱→三十二相八十種隨形好・精進→一切諸事 禪定心當得善調伏・智慧→知一切諸煩惱となっている
（
T
157, 
198b ）。 『悲華経』は、忍辱波羅蜜と相好との結びつきを
説く『仏説海竜王経』 『仏説維摩詰経』の影響も受けるのではないかと思われる。
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文献ごとに表現は異なっていても、持戒・精進・禅定・
智慧波羅蜜によって得られる結果は大部分が一致している。
